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全国的に頻発する水災害

平成21年から30年までの10年間に、
 全国の市町村の約97%で１回以上の水害が発生
 半数以上（56.6%）の市町村で、10回以上もの水害が発生
 一度も河川の氾濫などによる水害が起きていない市町村は、わずか2.8% 

（48市町村）に過ぎない。
出典：内閣府（防災担当）市町村のための水害対応の手引き（R2.6)



水害対応ヒヤリ・ハット事例集の公表(2020/6/25～)

https://www.pwri.go.jp/icharm/special_topic/20200625_flood_response_collection_j.html

https://www.pwri.go.jp/icharm/special_topic/20200625_flood_response_collection_j.html


ヒヤリ・ハット事例から学び、事態を先読みする

ハインリッヒの法則
1

29 軽微な事故・災害

ヒヤリ・ハット（Near-miss）300

重大な事故・災害

Herbert William Heinrich (1929)

ヒヤリ・ハットの
定義

災害対応でのヒヤリ・ハット：
防災担当職員が「困る・焦る・戸惑う・迷う・
悩む」などの状況に陥る事例



地方自治体による災害対応検証報告書のリストアップ

ヒヤリ・ハット事象データベースの作成
（事象の概要・・経過・結果・原因・教訓）

典型的な事例と根本原因・対策の抽出

水害対応ヒヤリ・ハット事例集の作成・公表

整理
分類

水害対応ヒヤリハット事例集作成の手順

2000～2018年の気象災害リスト（気象庁）

46点→教訓を含む29点へ
（計2,102ページ）

報告書を精読し、ヒヤリ・ハット事象を抽出 516事象

参考）畑村洋太郎：「失敗学の
すすめ」（講談社文庫、2005)

8つの分類カテゴリー、
典型的な28の事例



抽出した516の水害対応ヒヤリ・ハット事象



事例集の作成

8つの分類カテゴリーに渡る
28の典型的な事例を冊子化



事例

災害
概要

ヒヤリ・ハット（報告書からの抜粋）

類似
事例

教訓（左記の事例及び類似事例より）

関連するガイドライン等



事例集（地方自治体編）P16



事例集（地方自治体編）P16



ヒヤリ・ハット事例の根本原因

特性要因図：Fishbone Diagram



事例集（地方自治体編）P17

設備等 複数の伝達手段の確保

仕組み 職員参集の遅れや欠員を前提とした計画の作成

仕組み 余裕を持った人員配置

仕組み 参集基準のマニュアルの作成

スキル 職員の危機意識の醸成



事例を学ぶ研修ワークシート

事例集
（地方自治体編）
P82



事例集(コロナ対応編)

8つの分類カテゴリーに渡る
28の典型的な事例を冊子化



新型コロナウイルス感染症大流行下で水災害に対処するための原則

 原則１：政治指導者の感染症大流行下での災害リスク軽減（DRR）に関する

意識を高める

 原則２：災害と感染症大流行の危機管理に関する行動を統合する

 原則３：災害時及び災害後においても清潔な水、衛生及び保健を提供する

 原則４：防災関係者を新型コロナウイルス感染症の脅威から守る

 原則５：貴重な医療資源を災害の脅威から守る

 原則６：避難者を新型コロナウイルス感染症の脅威から守る

 原則７：新型コロナウイルス感染症の感染者を災害の脅威から守る

 原則８：新型コロナウイルス感染症で封鎖された都市及び区域のための

避難指針を作成する

 原則９：新型コロナウイルス感染症大流行下における防災行動に対し

効果的に資金調達を行い、経済崩壊を回避する

 原則１０：グローバルな連帯と国際協力を強化することにより、感染症大流行

と災害の同時発生による課題に対処し、より良い世界に復興する

水と災害ハイレベルパネル（HELP）が提唱
(High-level Experts and Leaders Panel on Water and Disasters )

https://www.wateranddisaster.org/covid-19/

水と災害の分野における
閣僚級、国際機関のリーダー
等により構成された会議体

https://www.wateranddisaster.org/covid-19/


事例集
(コロナ対応編)P24

対象

ヒヤリ・ハット

対策



令和2年7月豪雨災害

令和2年(2020年)7月3日から7月31日にかけて
の九州地方等での集中豪雨により、球磨川水
系では13か所で堤防決壊・氾濫が起こり、熊
本県球磨村・人吉市・芦北町等で浸水が発生
した。

写真：ICHARM撮影



事例集
コロナ対応編
P30

令和2年7月豪雨災害での事例

・熊本県は7月16日、豪雨災害の避難所運営を担当した応援職員の新型コ
ロナウイルス感染確認を受けて実施したPCR検査で、村職員を含め、これ
までに避難者ら計383人の陰性を確認した。

（熊本日日新聞 2020/7/17）

事例集
コロナ対応編
P33

・熊本県では、被災市町村の社会福祉協議会が順次、災害ボランティア
センターを開設。新型コロナウイルス感染予防のため県内在住者に限り、
ボランティアの募集を始めている。（熊本日日新聞、2020/7/16)



 昨今の全国的な水害の頻発を鑑み、地方自治体の防災担
当部署の災害対応力の向上を目指して、「水害対応ヒヤ
リ・ハット事例集」を作成し、WEB上で公開している。

 事例集は、過去の水害で地方自治体が発行した災害対応
検証資料（検証報告書等）に基づく「地方自治体編」と、
別冊「新型コロナウィルス感染症への対応編」という2編
により構成される。

 一人あるいはグループでの研修の機会等に考えて頂ける
よう、冊子形式の教材として作成した。この教材が、防
災に関わる地方自治体の職員が、災害を「わがこと」と
して正面から向き合い、自らの災害対応力を磨き、ひい
ては地方自治体全体の地域防災力の底上げをはかるきっ
かけとなることを期待している。

まとめ


